
 

 

 

 

 

 

 

 

「高麗小学校で租税教室」を開催しました 
 次代を担う児童に対し、国及び地方公共団体の財政を支える租税の意義や役割を認識し、

適正な申告と納税が国民の義務として重要であることを理解していただくことを目的とし

て、小学校６年生を対象とした租税教室を開催しました。 

日時  平成２９年１２月１８日（月） 午前１０時４５分～１１時３０分 

場所  高麗小学校（日高市梅原５－１） 

内容  社会生活における税の意義や役割など、社会生活における基本的なしくみについて、 

「税金はなぜ必要か」などを交えた学習（公民教育） 

対象  高麗小学校 ６年生 ４３人（２クラス） 

講師  日高市役所 税務課市民税担当職員２人 

 

平成２９年度は、市内４校（※）で計２８４人の児童が租税教室で税金について学習しま

した。 

            ※高萩北小学校…１０月２７日（金）１２２人（６年生４クラス） 

武蔵台小学校…１１月２２日（水） ４８人（６年生２クラス） 

高根小学校 …１２月１１日（月） ７１人（６年生２クラス） 

高麗小学校 …１２月１８日（月） ４３人（６年生２クラス） 

 

情 報 提 供 資 料 

平成２９年１２月１８日(月) 

日 高 市 

総務部 税務課 市民税担当 

℡０４２－９８９－２１１１ 内線１３０３ 

課長 川端 雄樹 

（担当者職・氏名） 主査 加藤 恵造  


